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奇数順を A 群，偶数順を B 群とした．全員への第


































































A 大学に所属する 1，2，4 年生の男子大学生 
（3 年生は実習期間中につき，あらかじめ除外） 
1 年生 19 人，2 年生 8 人，4 年生 9 人 
合計 36 人を対象 
介入前 第 1 回調査を実施 
対象者のうち，調査に同意した 32 人 
（平成 29 年 9 月 15 日） 
男子大学生 32 人の学年をマッチング 
介入群・非介入群に分ける 
介入群 A 群 
男子大学生の半数 16 人に 
アンケート後，健康教育を実施
非介入群 B 群 
男子大学生の半数 16 人に 
アンケートのみ実施 
1 か月後 第 2 回調査を実施 
男子大学生 32 人 
（平成 29 年 10 月 16 日） 
アンケート後，B 群への健康教育実施 
調査に欠席し





















































































































性ありと判断した．解析は統計ソフト IBM SPSS 
























































































ｎ % ｎ % ｎ % ｎ % p値 p値
食生活には満足していますか
 満足している 13 81.3 13 81.3 1.000 11 68.8 9 56.3 0.465 0.685 0.252
 ほとんど毎日食べている 3 18.8 4 25.0 0.500 3 18.8 5 31.3 0.685 1.000 1.000
毎日3食食べているか
 必ず3食食べる 5 31.3 4 25.0 0.500 4 25.0 5 31.3 1.000 1.000 1.000
食事の時間は規則的ですか
 規則的である 7 43.8 9 56.3 0.480 10 62.5 7 43.8 0.288 0.288 0.480
外食はしますか
 する 12 75.0 16 100.0 0.051 12 75.0 15 93.8 0.333 1.000 1.000
コンビニエンス・ストアは利用しますか
 利用する 12 75.0 14 87.5 0.327 12 75.0 13 81.3 1.000 1.000 1.000
学食は利用しますか
 利用する 11 68.8 9 56.3 0.465 11 68.8 10 62.5 0.710 1.000 0.719
自炊をしていますか







  50g未満 6 37.5 5 31.3 1 6.3 5 37.6
  50g〜100g未満 7 43.8 6 37.6 5 31.3 4 25.2
  100g〜200g未満 3 18.7 5 31.1 4 25.1 6 37.2
  200g〜350g未満 0 0.0 0 0.0 5 31.4 0 0.0
  350g以上 0 0.0 0 0.0 1 6.3 0 0.0
 正解 2 12.5 2 12.5 1.000 9 56.3 4 25.0 0.077 0.023 　 0.654
緑黄色野菜を三つ記載してください
 全問正解 5 31.3 5 31.3 1.000 5 31.3 7 43.8 0.465 1.000 0.465
自分の野菜摂取量は十分だと思いますか
 思う 2 12.5 3 18.8 0.500 4 25.0 7 43.8 0.458 0.654 0.252
普段から野菜を摂るように意識していますか
 意識している 8 50.0 7 43.8 0.723 12 75.0 11 68.8 1.000 0.273 0.154
介入前後比較
p値
A群  (N=16) B群  (N=16)
p値

















































摂取量は，A 群147.5±96.3g，B 群86.1±65.8g と A
群が多く，有意差がみられた（p<0.05）．野菜摂取
量の内訳では，200g 以上の摂取ができている者は
















ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％ ｎ ％
野菜摂取の理由
 野菜が好きだから 3 18.8 1 6.3 4 25.0 3 18.8
 容易に手に入るから 1 6.3 3 18.8 1 6.3 3 18.8
 健康にいいと思うから 10 62.5 9 56.3 13 81.3 10 62.5
 安いから 2 12.5 1 6.3 0 1 6.3
 家族等が作ってくれるから 5 31.3 4 25.0 4 25.0 1 6.3
 ダイエットしているから 1 6.3 0 1 6.3 0
 人に勧められたから 1 6.3 1 6.3 1 6.3 0
 その他 0 0 1 6.3 1 6.3
野菜摂取しない理由
 野菜が好きではないから 2 12.5 3 18.8 2 12.5 2 12.5
 作るのが面倒だから 6 37.5 3 18.8 4 25.0 4 25.0
 健康に影響がないと思うから 0 0 0 0
 お金がかかるから 4 25.0 4 25.0 1 6.3 5 31.3
 特に意識したことがないから 6 37.5 5 31.3 7 43.8 3 18.8
 忙しいから 2 12.5 2 12.5 2 12.5 2 18.8
 周りが食べていないから 0 0 1 6.3 0
A群(N=16) B群(N=16)












































r p値 r p値
健康状態
 口内炎あり -0.37 0.038 * −
食生活
 主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を一日2回以上食べる 0.39 0.030 * −
−るいてべ食食三日毎 0.35 0.048 *
−るあで間時事食な的則規 0.42 0.017 *
 緑黄色野菜の知識(3つ以上の記載) **500.094.0 −





ｎ % ｎ %
今のままでよい
　思う 3 18.8 8 50.0




　　学食をとれば野菜が摂れる 4 25.0 2 12.5
　　簡単なレシピ集を2階ラウンジ等に置いている 3 18.8 0
　　男子大学生野菜教室の開催 3 18.8 4 25.0
　　野菜の必要性に関するポスター掲示 3 18.8 2 12.5












































































課題がある．対象者については A 群，B 群を無作
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Abstract
　Concerns exist about male university students’ poor vegetable intake and obesity. We implemented a health 
education program on vegetable intake and evaluated its effect one month later. Participants were 32 consenting 
male students of A Nursing University. After a self-administered survey with the intervention group (16 participants; 
“Group A), we implemented a 20-minute health education program on information about effects of eating vegetables 
and simple recipes. One month later, we repeated this survey. With the non-intervention group (16 participants; 
“Group B”), we implemented the program after the second survey. The survey was approved by the ethics 
committee of the authors’ affiliated university.
　One month after the intervention, Group A showed significant improvements in “daily vegetable intake” and 
“number of respondents correctly identifying the reference value of vegetable intake.” During the second survey, 
Group A’s average daily vegetable intake was 147.5±96.3g, and Group B’s was 85.8±65.8g. The results suggest 
that the content of the health education program is effective and easily applicable in real life. However, the intake is 
much shorter than the Japan 21 (the second term) target of 350g. It is necessary to implement interventions such as 
health education programs based on participant characteristics.
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